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概要：

1 .  ガバナンスは持続可能な開発目標（SDGs）の中核要素であるべきだが、ガバナンスの主要な側面をSDGsに織
り込むに当たっては複数の方法が存在する。SDGsに関する協議の大半は、独立したガバナンス目標を設定するか、
又は問題別のその他の目標（例：貧国削減、水・食糧に関する目標）にガバナンスを織り込むかのいずれかを軸
に展開されている。

2 .  考慮すべきガバナンスの3つの側面は、良きガバナンス（意思決定プロセス及びその制度基盤）、効果的なガバナ
ンス（持続可能な開発を追及する各国の能力）、公平なガバナンス（配分の成果）である。各側面の間には幾つか
の共通点が存在するが、それぞれに個別の政治的取り組みが必要となる。ガバナンスをSDGsに完全に統合する
には、目標やターゲットの策定に当たり3つの側面の全てを考慮することが重要である。

3 .  SDGにガバナンス目標を独立して設定する場合、ポスト2015開発アジェンダにガバナンスの3つの側面を包括
的に盛り込む上では最高の機会となる。しかし、その場合、個別問題への対応を目的に組成された既存のガバナ
ンス指標及びアクター集団の存在を背景に、良きガバナンスが効果的なガバナンス及び公平なガバナンスより優
先されるというリスクは残る。

4 .  一方、ガバナンスを問題別の目標に統合する場合は、異なるガバナンス制度がいかに当該成果に影響を与えるか
について既存の政策経験を基盤とすることができる。こうした強みは重要であるものの、同方法でガバナンスを
追及するにあたっては十分な包括性を確保できない可能性は高くなる。SDGsのあらゆる問題に対する創造的か
つ野心的なガバナンスターゲットを推進するにあたっては、これらの制限を認識することが重要となる。



ガバナンスの重要性

ガバナンスは、持続可能な開発（SDGs）及びポスト2015開
発アジェンダを構築する上で不可欠な役割を果たす。ガバナ
ンスの重要な側面が組み込まれていないミレニアム開発目標

（MDGs）と比べ、SDGsは数多くの機会を提供してくれる。
持続可能な開発におけるガバナンスの重要性は繰り返し強調
されてきた。例えば、国連環境計画（UNEP）が組織した包
括的なフォーサイトプロセスでは、「地球の持続可能性の問題
に対するガバナンスの調整」が地球環境にて最も緊急を要す
る新規課題だと著者らが指摘している。同様に、2014年国連
開発計画（UNDP）報告書では、SDGsにおける「（経済、社会、
環境の）柱をサポートする上でガバナンスの質が必要不可欠
な役割を果たす」と論じられている（UNDP 2014）。

同文書では、ガバナンスは目的志向で権威ある社会プロセス
の主導力と定義されている。これには、複数のレベルで発生
する政府及び非政府主体（市民社会、行動ネットワーク、パー
トナー、民間企業等）の活動が含まれる。SDGsにおいては、
国家及び地方レベルでの実施が開発アジェンダの成功もしく
は失敗を決定づける要素となる。ガバナンスは世界及び地域
を含む全レベルにおいて重要であるが、本ポリシーブリーフ
では、開発アジェンダの成功の是非を大きく左右する国家及
び地方レベルでのSDGsの実施に焦点を当てる。

ガバナンスは良好な成果を収める上で必要不可欠であるが、
これをいかにSDGsに織り込むか又は織り込むべきかについ
ては未だ不明瞭な状態にある。国連有識者ハイレベル・パネ
ルは、ガバナンスは独立した目標とするのが最適であり、こ
れが「追加的な選択肢ではなく、ウェルビーングの中核要素
として平和及び良きガバナンスを認識するための根本的転換」
に貢献すると主張している（UN 2013、SDSN 2013も参
照）。代替的な方法（相互排他的ではないが）として、水、
食糧、ジェンダー等の問題別の目標にガバナンスに織り込む
ことも可能である（TST 2014）。ガバナンスの統合に関し
てはその他の選択肢も議論されている。その一例が、「実施
方法」の明確化に伴う原則やガイドラインを介し、ガバナン
スの懸念点をSDGsの「実施方法」及び資金調達の問題に関
連付けることである（Lucas et al. 2014）。

本ポリシーブリーフでは、ガバナンスの3つの側面（良きガ
バナンス、効果的なガバナンス、公平なガバナンス）を特定
するとともに検討する。互いに相反し合うものではないが、
これら3つの側面には個別の政治的取り組みが必要であると
我々は主張する。独立した目標とするか、問題別の目標に織
り込むかを問わず、これらの側面をSDGsに統合するにあたっ
ては制約と機会の双方が存在する。

良きガバナンス

良きガバナンスは、概して規則策定のプロセス及び制度基盤
に関連する一連の定性的な特徴を意味し、参加の強化、透明性、

説明義務、国民による情報入
手等の価値を包含する。さら
に、汚職対策、基本的人権及
び法の支配の確保にも寄与す
る。通常、こうした価値は西
洋の自由民主主義的な政治制
度と関連付けられるが、多様
な政治的背景を持つ既存の国
家制度下において導入される
事例が増えている（Overseas 
Development Institute 
2013）。

良きガバナンスは、国際開発援助の分野での利用を背景に議
論の的となっている用語である（Best 2014）。発展途上国
は、援助のコンディショナリティとして良きガバナンスのター
ゲット及び指標が利用されることについて懸念を示している。
SDGsの策定を機に、これらの懸念を考慮したターゲット及
び指標を創造的に構築するチャンスが到来している。

良きガバナンスの異なる側面を評価するにあたり、多様な指
標を利用することができる。これら指標は、アドボカシー団体、
シンクタンク、経済研究機関、多様な国際機関によって作成
されたものである。指標に各組織のバイアスが反映されると
いう可能性はあるものの、SDGsに盛り込むガバナンス原則
を検討する上で、これら組織の指標開発手法及び経験は大変
有益となる。ターゲット又は指標レベルでガバナンスにダッシュ
ボードやメニュー手法を採用する等の創造的なアプローチを
通し、各国は良きガバナンスに対する強靭かつ多角的な手法
を自己設計することができる（脆弱国7カ国の取り組み及び
POST2015/UNU-IAS ポリシーブリーフ＃1：地球システ
ムの課題及び持続可能な開発目標に向けた重層的アプローチ
を参照）。一般原則の策定後、ターゲット及び指標群を国家
及び地方の状況に合わせてカスタマイズすることが可能となる。

効果的なガバナンス

効果的なガバナンスは、公共政策の問題解決及び効果的な規
則実施に向けた制度の能力に焦点を当てたものである。21
世紀における重大な課題には、持続可能な開発及び惑星管理
に関する長期計画に従事して、地球システムのガバナンスに
関する相互に連関する問題に対処するための諸制度の能力向
上が含まれる。これらは開発努力のあらゆる時点で各国が共

重要なアクターグルー
プ及び幅広い定量的指
標で支えられる「良き
ガバナンス」が、効果
的もしくは公平なガバ
ナンスを犠牲にして
SDGガバナンス・アジェ
ンダを占有しないよう
徹底することが課題と
なる。



有する課題である。

同課題に関するこれまでの議論は「実施手段」又は法の支配
の問題に限定されてきた。しかし、効果的なガバナンスを
SDGsに織り込んでいくには、こうした議論の垣根を超える
必要がある。政府開発援助、技術移転、良好に機能する問題
別の制度（例：水管理委員会）は、すべて効果的なガバナン
スにとって不可欠なものである。さらに、各国が直面する相
互に連関する問題に対処する上で能力の構築及び、将来を見
越した長期的な計画が必要となる。

良きガバナンスで利用される複数の指標とは異なり、「普遍
的に受け入れられている国家レベルの行政及び法的能力の測
定方法は存在しない」（Hulme, Savoia and Sen 2014）。
ガバナンス能力との関連性が高い代理指数の利用を提案する
者 も い る（ 例：5歳 未 満 の 死 亡 率。Andrew, Hay and 
Myers 2010を参照）。その他には、ガバナンスの質及び公
共サービスの提供に対する人々の印象を測定する調査に基づ
いたアプローチや、中央銀行のストレステスト（世界銀行及
び20の主要経済国が作成）を幅広い公的機関に導入・拡充
することも選択肢として挙げることができる。さらに、ターゲッ
トに向けた進捗状況の測定方法としてロードマーカー指標を
利用することも検討できる。これは定量的改善の実現ではなく、
特定プロセスの実施を国家に要請するものである。こうした
ロードマーカーは、SDGs達成に向けたアジェンダ設定に対
する開かれたプロセスの実施、公共政策制度のストレステス
トの提供、実績の透明性を徹底するための検証又は監査制度
の設置を政府に奨励するものである。これは、MDGsにおけ
る民主的ガバナンスに向けた自主的な取り組みにおいてモン
ゴルが実施した手順と類似している（UNDP-モンゴル
2009）。

公平なガバナンス

ガバナンスに関する議論から平等問題を切り離すことはでき
ないというのが我々の見解である。公平なガバナンスは、法
の支配の平等な適用、社会の富及び機会の配分の双方に関連
するものである。社会全体における不平等削減を目指した目
標の設定も可能だが、極度な経済的不平等（Doyle and 
Stiglitz 2014）の削減に焦点を当てる必要性がある。公平
なガバナンスは、国家レベルでの不平等対策に加え、国連を
含む国際的な政治経済システムの改革を追及することでもある。

不平等問題の一つである経済的な不平等については、現在、
幾つかの測定手段を活用することができる。国家レベルの所
得及び富の分配を測定するジニ係数は、最も広範に利用され
ている手法の一つであるとともに、唯一の指標となっている。

例えば、国内の民族グループに対する公的資金の不平等な分
配を評価する際には新たな指標の開発が必要となり得る。そ
の他の目標（水安全保障あるいは良きガバナンス等）の公平
な進展を評価するための測定手法も必要である。

ガバナンス及びSDGs

これら3つのガバナンスの側面をSDGsに織り込む必要性に
鑑み、独立したガバナンス目標の設定もしくは、問題別のガ
バナンスの統合のいずれかを採用するにあたり検討すべき主

たる問題は何であろうか？

SDGsに独立した目標とし
てガバナンスを設定する手法
では、これら3つの側面を包
括的に盛り込む上で最高の機
会が得られるだろう。独立し
た目標では、ガバナンスの異
なる構成要素に特定のター
ゲットを設定することができ、
ガバナンスの全体的な改善に
焦点を当てることも可能とな

る。また、ガバナンスに対する注目が集まることで、これが
既存の制度の前向きな変化を促す決定的なツールとなる可能
性もある。ここでの課題は、重要なアクターの集団の支持が
あり、幅広い定量的指標で裏付けられる「良きガバナンス」が、
効果的あるいは公平なガバナンスを犠牲にして、SDGガバ
ナンスアジェンダを占有しないよう徹底することである。衡
平さは良きガバナンスの主要側面における重要な前提条件で
ある。その他の懸念点としては、国家が重要なターゲットや
指標の策定もしくは利用を否定した場合に、独立した目標が
効果をなさないという可能性が挙げられる。

問題別のSDGsにガバナンスを織り交ぜる手法では、調整の
取れたターゲットや指標の策定により、広範なガバナンス・
アジェンダの特定の側面を進展させる機会が生まれる可能性
がある一方、十分な包括性を確保できないという可能性もある。
こうしたターゲットの成功には、個別の問題領域における既
存の経験とネットワークを基盤とすることが肝要である。例
えば、水ガバナンスについては、過去10年間で地方水管理
委員会及び国際委員会において最適なガバナンス戦略に対す
る理解が大幅に改善されている。しかし、その他すべての問
題に対して一様に同水準の経験やネットワークが存在するわ
けではない。こうした問題別の格差を解消するため、実施、
監視、年次報告に焦点を当てた問題全体を網羅するガバナン
ス・ターゲットを盛り込むことも可能かもしれない（SDSN 
2013）。ただし、各目標に「コピー＆ペースト」の用語を

独立した目標として設
定するか、問題別の目
標に織り交ぜるかを問
わず、ガバナンスの統
合に向けた野心的かつ
創造的な取り組みが各
アクターの直面する問
題や機会を理由に頓挫
することがあってはな
らない。
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使用しないことが政治的な課題となる。使用する用語は、ガ
バナンス及び能力を改善する厳格な取り組みを反映したもの
でなければならない。そうすることで、特定の地域もしくは
類似の問題に直面する場所（沿岸大都市など）向けに、ある
いは「実施手法」の一部として関連するターゲットを適切に
設定することができる。

独立した目標として設定するか、問題別の目標に織り交ぜる
かを問わず、ガバナンスの統合に向けた野心的かつ創造的な
取り組みが各アクターの直面する問題や機会を理由に頓挫す
ることがあってはならない。国家又は地方レベルでSDGsを
実施するにあたっては、ガバナンスの全側面に配慮すること
がより大きな成功を実現するのに役立つ。


